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1 は じ め に

カーネーションは現在数多くの品種が市販されているが,

秋田県の気候に向く品種が少ない。そこで,既に確立 して

いる培養変異選抜手法
2)により,秋田県の気候に適したカー

ネーションの品種育成を検討した。その結果,ビ ンクのス

タンダード品種「ノラ」から新たに赤色に花色変異した新

系統を得たので報告する。

2試 験 方 法

a)組織培養
培養変異誘発を目的として,NAA 0 5mg/′ を含むMS
培地で茎頂を培養して多芽体を誘導した

2L得 られた多芽

体のうち最も生育の良い1つ を選び,1芽 ごとに切り分け
て植物ホルモンを含まないMS培地で継代培養した。
目的の系統を増殖する場合は,NH`NOs llXlmg/″ ,

MgS04 1000g/′ ,Na,EDTA 37 3mg/2,FeSO`。
7H20 27 ng/′ ,,π夕。inositol 10ng/′ ,pyridOxin‐

HC1 05嘔/′ ,thyamine‐ HC1 01略 /″ ,グ リシン

2 mg/′ ,ニ コチン酸 0 5mg/2,粉末ハイポネックス

(65:6:19)2g/′ ,シ ョ糖 20g/′ ,IAA 01mg
/′ ,GA8 0 5mg/′ ,寒天 07g/′ を含む pH 57の

培地で茎頂を 2ケ月間培養した。得られた植物体のうち,

生育の良い 1個体を選び,節ごとに切り分けて MS培地で
継代培養した。以後,2ケ月ごとに継代培養を繰り返 し,
増殖を行った。

表 1 ユアレッドの育成経過

年次 育 成 経 過 個体数

順化・育苗は新井
2)が
既に報告している方法で行った。

12)栄養繁殖と特性検定

15cm駄温鉢で温室栽培し,摘心を繰り返して得た穂を用

いて挿し芽による栄養繁殖を行った
2ゝ
得られた苗は 3節

残して摘心し,特性検定に供するため,無加温網室のベッ

ド (地床,幅 lm)に定植した。定植は4月 6日 ,栽植間
隔は10m× 20cmと した。他は現地慣行法に準じた。 1番花

の開花後,種苗特性分類調査報告書に従い,各個体の特性

を調査した。対照品種は「ノラ」,「ポーレッド」及び「 フ

ランセスコ」とした。

3 試験結果及び考察

(D 育成経過

「ユアレット」は「ノラ」の茎頂から誘導した 5つの培

養変異系統の1つで,既に報告している「ボーレッド」
2)

と同一の茎頂に由来する (図 1)。 主な育成経過を表 1に

示す。1994年 ,「ノラ」の茎頂を培養して多芽体を誘導 し,

生育の良い1つを選び,3回の継代培養で増殖して得た植
物体21Xl個体を1慣化・育苗した。1995年 ,上記200個体中に

形質変異と思われる4個体を見いだした。これらシュート

の腋芽を挿し芽増殖した。そこで,これらを系統とし,開

花順にDC2,DC3,DC4,DC5と した。 1996年 ,挿 し芽
増殖した DC4系統 4個体を形質調査してすべて同一形質
と確認した。1997年 ,茎頂培養及び継代培養で増殖した個

体を順化 。育苗し,ポ ット栽培を行った。1998年 ,茎頂培

養及び継代培養て増殖した DC4系統の10個体が均一な形
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図 1 ユアレッドの育成系統図
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質であることを確認した。1999年から2000年 にかけて,挿

し穂による栄養繁殖をし,2000年,現地慣行法に従って栽

培を行い,特性検定を行った。供試 した200個体は均一な

特性を示した。花色は明赤 (JHSカ ラーチャート0406)

で,蛍光灯下でも黒ずんで見えなかった。また,50%開花
日は「 フランセスコJと同じ7月 3日 であったことから,

同程度の早生であると推察される。また,他の品種と異な

り,が く割れが認められなかった。なお,ISSR PCR法
によるDNA鑑定1)の結果,「 ノラ」及び「ボーレッド」
と異なるほか,増殖個体群中に違いは認められず,形質が

安定している新品種であることが確認された。

以上のように,DC4系統は均一の特性を持ち,優良な
形質が認められることから,品種名「ユアレッドJと して

2001年 3月 に品種登録申請した。

8)「ユアレッドJの生育特性
20111年度の栽培試験結果を表 2に示す。草丈は「フラン

セスコJ並,開花時の節数は「ノラ」並,上部 7節までの

切花長は他の品種に比べて明らかに長く,上位の節間が長

い傾向が認められた。葉は他の品種よりやや小さかった。

つぼみの大きさは他の品種より小さかったが,花径は同程

度であった。花弁数は他の品種より少なく,「 フランセス

コJよ りも33枚ほど少なかった。摘心から50%開花まで87

日とフランセスコ並の早生であった。また,開花初めから

50%開花まで及び95%開花までの日数はそれぞれ,7日及
び30日で,比較 3品種に比べて短期間に開花が集中するこ

とが確認された。さらに,「ユアレッド」は 2番花を含め

た550本中にがく割れは全く見られなかった。

4 ま  と  め

茎頂培養を利用した培養変異選抜により,ピンクのスタ

ンダード品種「ノラ」から新品種「ユアレッドJを育成し

た。「ユアレッド」は葉の大きさ,花色,花弁数,早晩性 ,

表 2 主な特性の調査結果 (2000年 ,育成地)

草丈
節数
茎長
茎の長径

(cn)1)819  "l1  757  821
(節) 121  144  124  152
(ca)'〉  575    51 6    504    533

(m) 36  38  45  37
節間長    (m) 122  115  112  113
最大節間の位置(節)  47  58  46  51
最大葉長   (cln) 151  182  179  195
最大葉幅   (m)  12  15  15  10
つぼみの大きさ(耐)3) 40  50  45  56
花色         明赤  鮮赤 紫ピンク 濃橙赤
(」 HSカ ラーチャート)      (0406) (0407) (9703) (0707)
花径     (ca) 68  70  69  68
花弁数    (枚) 472  816  639  800
開花始め   鯛/8)6/26 7/3 6/29 6/23
50%開花   鯛/日)7/3 8/1 7/19 7/3
到花日数   (日 )イ)87  117  109  87
95%開花   鯛/8)7/26 9/11 9/11 8/16
がく割れ率  (%)  0  167  180  84
注 1)地際～花頂部
2)誓筒～第 7節
3)(つ ぼみの最大直径)× (つ ぼみの長さ)
4)摘心から50%開花までの日数

がく割れ率などで「ノラ」及び「ポーレッド」よりすぐれ,

花色は明赤 (JHSカ ラーチャー トl1406)で ,開花が短期

間に集中する特性を示した。
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